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（184）ミドリヒロハノイヌワラビ（新称）ヒロハノイヌワラビの葉柄は赤紫色を
帯びているが，稀には淡緑色を呈する株がある。肥後水俣市大関山で城戸正幸氏が採られ
たものは，葉身が卵状3角形で先はやや急に狭まり，羽軸の裏面に細密毛があり，葉柄基
部の鱗片はほとんど淡褐色を呈する点など，葉柄の色彩を除けば全くヒロハノイヌワラピ
に一致するので，この標本（城戸no.7825)を本品種のタイプとする。
しかし，その主産地は筑前南畑と思われ，同地には羽軸裏面に多毛のもの（城戸no，
7665）からほとんど無毛のもの（筒井，1967年）まであり，また，ルリデライヌワラビ的
葉形を呈する緑柄品も筒井貞雄氏(no.2365)は同地の道十里で採集された。本品種の本
州の産は明らかでないが，四国では土佐安芸郡奈半利町須川山（山中二男no.49501)に
産する。
（185）ミドリイズイヌワラピ（新称）メシダ属羊歯の葉柄の色彩については，あ
る程度，種の分類基準になることが従来から注目されている。サトメシダ・トゲカラクサ
イヌワラヒ･･アオグキイヌワラビなどでは，葉柄に紫味がなく淡緑色を呈することが，他
の諸性質とともに重要な種の特徴となっている。また，ヤマイヌワラビでは葉柄・葉軸が
通常赤紫色を帯び，ヘビノネゴザでは淡緑色であるが，前者でも葉柄の紫味がほとんどな
くなることがあり，とくに全株淡緑色を呈するものがミドリヤマイヌワラビと命名され，
一方，後者でも著しく赤紫色を帯びる株のあることが判っている。
さて，イズイヌワラビはタニイヌワラビとヒロハノイヌワラピの雑種であり，葉柄・葉
軸は赤紫色を帯びるが，筒井貞雄氏は筑前南畑の道十里にて，葉柄から葉軸下部がさわや
かな淡緑色を呈するものを発見され，生品を送ってこられた。小石川植物園に栽培して観
察を続けてきたが，その特性は安定しており，1品種として命名する。
イズイヌワラビは時にカラタニイヌワラビ（カラクサイヌワラビ×タニイヌワラビ）と
区別に困難を感ずることはあるが，ミドリイズイヌワラビのタイプはイズイヌワラビとし
て判り易いものである。本品の緑柄という性質は，前掲のミドリヒロハノイヌワラビ
響かも知れない。
（186）ミドリオオカラクサイヌワラピ（新称）福岡・佐賀両県境をなす背振山脈
にはオオカラクサイヌワラビの緑柄形をかなり普通に産し，「雑種としては？」と不思議
に思われるほどだが，葉柄からしばしば葉軸下部までが淡緑色を呈する特性を除けば，諸
性質は全くオオカラクサイヌワラビに一致する。オオカラクサイヌワラビはカラクサイヌ
ワラビとヒロハノイヌワラビの雑種であり，前者については確信をもってその緑柄形と言
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い得るものを知らないが，後者にはミドリヒロハノイヌヮラピという緑柄形があるので，
本品種はそれを片親とするものと考えられる。研究した本品種の標本産地は，筑前背振山
車谷（筒井貞雄，1965年)，筑前南畑中の瀬谷（筒井，1965年)，筑前那珂川町道十里（筒
井，1966年)，筑前南畑御所谷（筒井，1965年),筑前早良郡早良町小爪谷（筒井,1965年；
倉田，1965年）などであり，他の地方のオオカラクサイヌワラビの産地に本品種が見出さ
れていないことが注目される。
（187）へピホソバイヌワラビ（井上・倉田新称）洛北の花背峠附近にはヘピノネ
ゴザが多く，井上康彦氏は同地にてヤマイヌワラビとの雑種であるヘビヤマイヌワラピの
自生を豊富に認めるとともに，ホソバイヌワラビとの雑種を発見し，生品も送ってこられ，
私の研究に委ねられた。本雑種はまさに両親種の中間的性質を具備している。羽軸・小羽
軸上にかなり顕著な刺状突起を有すること，羽片の柄が明瞭であること，小羽片は羽状深
裂することなどはホソパイヌワラビからの影響であるが，刺状突起はホソバイヌワラビよ
りずっと短かい。羽軸裏面はほとんど無毛だが，葉軸上部には時に短腺毛を疎生する。一
方，葉柄下部の鱗片の中央が黒褐色の縦縞をなす特性は，ヘピノネゴザとの関係を良く物
語っている。最下部2．3対の羽片の柄は長さ2～3mmぐらいであまり長からず，小羽
片およびその裂片がおおむね鋭頭を呈し，ソーラスが小羽軸を離れて辺縁との中間に配列
することなどは，ヘビノネゴザの影響を示している。かかる著しい雑種が今まで見逃され
ていたことは，やはりホソバイヌワラビとヘビノネゴザの混生地が少ないためだろうが，
今後，かかる混生地に注意する必要がある。学名は，近時九州より大阪に転じ，フジオシ
ダ・ハコネオオクジャク・ダンドシダを始め，続々珍品を京都府のシダフロラに加え大活
躍をしている，本雑種の発見者の井上君に献じた。
（188）キヨスミオオクジャク（倉田，1958年）本種は従来，オオクジャクシダの
変種とみなされ，確かにそれと近縁であるが，また一方，イヮヘゴとも大変まぎらわしく，
まさにイワヘゴとオオクジャクシダとの中間に位置している。しかし，単なる雑種ではな
く，健全な胞子が生成され，無配生殖により繁殖している。平林春樹氏の研究によれば，
本種はイワヘゴと同じくCn'=123で無配生殖を行うのに対し，オオクジャクシダは4nl
＝82で無配生殖を行う。以上の観点から，キヨスミオオクジャクを独立種として取り扱
いたい。日本産シダ植物分布図集I(1969年3月）に採録したもののほか，丹波天田郡莵
原村（荒木英一，1930年，京大理所蔵)，阿波那賀郡上那賀町長安（中山徹，1968年)，日
向飯野町鉄山（倉田no.235,1966年),肥後人吉市（前原勘次郎no.6407,1960年),
中国四川省南川金仏山（李馨・周継西no.92617)などの標本もキヨスミオオクジャクで
ある。
（189）ナンゴクオオクジャク（新称）従来キヨスミオオクジャク1型と称して来
たもので，熊本県南部から鹿児島県北部に亘るツクシイワヘゴとオオクジャクシダの混生
地に生じ，胞子は大小不定形であるから両種の雑種と判断される。志村義雄氏（静岡大学
教育学部研究報告13号，1962年）が薩摩布計産の本雑種と，千葉県清澄山産のキヨスミオ
オクジャクの胞子について詳細に研究されているので参照されたい。このように胞子によ
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り明確に区別できそ両者であるが，また，ナンゴクオオクジャクの方が葉脈の凹む程度が
少ないことが区別点となる。ナンゴクオオクジャクの標本産地は，日向都城西岳オテジョ
ンタン（滝一郎，1966年)，日向飯野町白鳥神社下（城戸正幸，1964年)，日向飯野町鉄山
（城戸，1965年；倉田，1966年)，肥後球磨郡岡原村黒原山(Z"TF隆,1959年),肥後人
吉（前原勘次郎，1957年)，肥後水俣市無線山（城戸，1958年，1959年；倉田，1960年)，
薩摩大口市布計（倉田，1958年，1959年)，薩摩大口市布計遠原峠（城戸，1960年)，薩摩
大口市泉水平（倉田，1964年）などである。
なお，大口市泉水平にはオオクジャクシダが無くてツクシオオクジャクが豊かに見られ
るので，ツクシイワヘゴ×ツクシオオクジャクも考えられるが，形態的にこの組合せを積
極的に支持する点がなく，他の諸産地のものと区別はない。また，平林春樹氏が日向鉄山
のナンゴクオオクジャクを細胞学的に研究されたところ,2n=164の雑種であることが判
ったので,n=41のツクシオオクジャクは無関係と思われる。しかし，九州におけるキヨ
スミオオクジャク，ナンゴクオオクジャク，ツツイイワヘゴといった一連のグループは更
に多くの難問を含んでいるので，今後の慎重な研究が期待される。
(184)AthyriumWardiiform.chloropodumKuRATA,form.nov.
Stipitibustotoviridulis,ceterautintypo.
Hab・Kyasha:Mt・Ohzeki,Minamata-shi,Prov・Higo(M.KIDono.7825,Nov.
1965-typusinHerb.Fac.Agr.,Univ.Tokyo).
Distr・Shikoku(Prov.Tosa)andKyasha(Provs.ChikuzenandHigo).
ThisformhasbeenrarelyfoundmKynshaandShikoku,butnotyetdetected
inHonghii.
(185)Amyrium×anmagi-pedisform.viridipesKuRATA,form.nov.
Atypodiffertstipitibustotoviridulis.
Hab・Ky6sha:MichijOri,Minamihata,Nakagawa.machi,Prov.Chikuzen(S.Tsu-
Tsux-thetypestockcult.inKoishikawaBot.Gard.).Theholotypeherbarium
specimencollectedfromthecultivatedstock(S.KuRATAno.1002,Jun.1969)is
depositedinHerb.Fac.Agr.,Univ・Tokyo.
Thecolourofthestipesisusuallygreenishwithoutpurplishtinge.
(186)Athyrium×Tokaahikiiform.viridulunaKuRATA,form.nov.
Atyporeceditstipitibustotoviridulis.
Hab.KyashO:Michijari,Minamihata,Nakagawa-machi,Prov.Chikuzen(S・Tsu-
TsuIno,2610,Jul.1966-typusinHerb.Fac・Agr.,Univ.Tokyo);Kozumedani,
Sawara-machi,Sawara-gun,Prov.Chikuzen(S.TsuTsuIno.152,153,Jul.1965);
ibid.(S・KuRATAno.1055,Sept､1965).
ThisformisrathercommonintheSefurirangeinnorthernKynshdasifit
wereanindependentspecies,butnowhereelseithasbeenfound.Astothe
typicalformofA.×フbたas〃ん",itssporadicalhabitatshavebeenwidelyknownin
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